基礎編：行動薬理学概論

　1950年代半ばに相次いで精神疾患の治療薬が開発され，精神科医療は新しい時代に入った。これに伴って実験心理学と神経薬理学が合体した行動薬理学という新たな学問分野が創設された。行動薬理学は心理学の方法や概念を使って薬物が精神に及ぼす影響を研究し，また，薬物の作用を通して精神活動の基礎過程を研究する。1970年代に化学神経伝達に関する研究が進み，行動薬理学も新たな時代に入った。1990年代以降は分子生物学への接近を強めている。しかし，このような研究の進展と相まって精神疾患の治療が進歩したか，また，精神活動に関する我々の理解が深まったかと言えば疑問であり，行動薬理学にも新たな展開が求められている。この講義では，行動薬理学の基礎概念，行動分析学的な薬理作用の研究法，薬物と環境の相互作用など，行動薬理学の代表的トピックについて解説する。

応用編：薬物依存研究の現状

　麻薬や覚せい剤への依存は行動薬理学の中心的研究課題の一つである。しかし，依存の本質は何か，また，薬物依存は賭博や浪費など「嗜癖的」とされている他の行動とどのように違うのかはわかっていない。この講義では，まず薬物依存に関する神経薬理学的な基礎研究の流れを解説する。最近の分子薬理，分子遺伝学的研究の進歩についても触れる。次に，こうした基礎研究が進展しても依然として解けていない問題に言及する。その問題に切り込むために，ここ2年ほど演者が取り組んで来たアプローチのねらいと，我々が遂行している研究の現状を述べる。さらに，今後の展望として，薬物依存研究から見えてくる新たな「嗜癖行動研究」の見取り図を描く。この見取り図を通して基礎生物学のみならず臨床心理学や精神医学，認知科学，社会・文明論に至る広範な研究の可能性をさぐりたい。

参考論文

１）廣中直行：行動薬理概観〜動物の行動は何を物語るか，日本薬理学雑誌，125：219-224 (2006).

２）廣中直行：脳内化学物質は感情をつくるか？科学，75：707-712（2005）

３）廣中直行：脳科学は基礎と臨床をつなぐか〜薬物依存をめぐって. 行動科学, 43: 23-32 (2004).

入門書

１）レスリー・アイヴァーセン（廣中直行訳/鍋島俊隆解説）：一冊でわかる薬，岩波書店(2003)

２）廣中直行：人はなぜハマるのか．岩波科学ライブラリー80，岩波書店（2001）

３）加藤信・鈴木勉・高田孝二（編）薬物依存研究の最前線，星和書店（1995）

